
内　容

１．栽培方法

すべての品目を露地と無加温ガラス室（以下、温

室）で同時に栽培し、開花期および品質を比較した。

露地は12月中旬～３月中旬をビニールでトンネル

被覆した。10～５月の平均気温は露地では温室よ

りも0.5～8.0℃低く推移し、また、10℃を下回った

のは露地では11月上旬、温室では12月中旬であっ

た。

２．結　果

露地ではハナナ、ヒマワリ、マーガレットは開花

せずに12月上旬に低温により枯死した。ガーベラ

も10月中旬から収穫できたものの、同様に枯死し

た。オキシペラタムおよびキンギョソウは開花した

が、切り花長や花穂長が短く商品価値がなかった。

温室ではすべての品目が露地より早く開花し、また、

収穫期間も長く、ボリュームのある切り花が得られ、

経営的に有効と考えられた（表）。

普及上の注意事項

本成果は加西市での実験結果であり、地域の気象

条件によっては開花期等が異なる場合がある。
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表　露地および無加温ガラス室における開花期および品質の違い


